
都市圏公室 家族圏公室

内部接続を極端に小さくして、外壁がない

２【 透明接続 】

接道ではなく、敷地内に計画された外構に対して強く接続する

外部の自然環境を室内に取り込む外部と視線や動線が連続する

１【 外構接続 】

１方向に対する大きな開口で眺望を取り込む

６【 眺望接続 】

内部開口と外部開口が近い面積で分配され、内外と等価に接続する

４【 分配接続 】

公室の周りに隣室が取り巻く

３【 集束接続 】

ロの字型やコの字型の平面の中に細かに開口が展開

５【 錯綜接続 】

分離 と 接続 の 公室の二極分離によって多様化する空間接続
眺望接続 外構接続

1. 研究　現代住宅の空間接続

1-1. 公室配置類型 1-2. 接続形式

0. はじめに

住宅

　日本の住宅は、可変的で自由度の高い空間から、「食寝分離」「寝室分離」「公私室分離」と居室の分離によって生活の質を向上してきた。しかし現代では、都市機能の

充実によって資金さえあれば最早都市で生活できる環境が広がっている。

　吉岡賞受賞作品の分析から得た多様な空間接続形式と、家族を守る「家族圏公室」都市を引き込む「都市圏公室」という２つの傾向を踏まえ、住宅が持つ豊かさを思考する。

　敷地は吉祥寺のサンロード商店街を抜けた住宅地。吉祥寺は駅周辺から都市計画道路沿いに伸びる商業地域と、一本入ると閑静な住宅地が広がる住居専用地域に明快に

分離して計画することで、互いに住み分けながら発展した街である。

　私が設計するのは、生活機能が店舗機能と共有される３つの住宅。都市領域が住宅の玄関口から内部まで入り込み、周辺住民を招き入れる空間的奥行が生まれる。多種

多様な住人の生活領域を周辺との分離によって守りながら、空間と機能の接続によって形を変えて現れる接客空間が、現代における住宅での生活を彩る場所となる。

no. １ no. ２ no. ３ no. ４ no. ５ no. ６ no. ７ no. ８ no. ９ no. １０ no. １１ no. １２ no. １３ no. １４ no. １５ no. １６ no. １７ no. １８ no. １９ no. ２０ no. ２１ no. ２２ no. ２３ no. ２４ no. ２５ no. ２６ no. ２７ no. ２８ no. ２９ no. ３０ no. ３１
受賞年 1987 1987 1988 1989 1989 1991 1991 1992 1995 1996 1996 1997 2000 2000 2001 2002 2003 2003 2004 2005 2005 2006 2006 2007 2008 2010 2011 2012 2012 2013 2013

作品名 三谷さんの家 NAP HOUSE 麦の家 阿佐ヶ谷の家 湖畔の住宅 狐ヶ城の家 東川口の住宅
MURAMATSU

HOUSE
TH-1 箱の家－Ⅰ F4 Ｓ (エス ) ミニ・ハウス

ナチュラル・

シェルター
仙川の住宅 屋根の家 エアー・ハウス 矩形の森 BLOC 此花の長床 0|8 阿佐谷南の家 ドリフト 2004 桜台の住宅 house I 地中の棲処 Small House 二重螺旋の家 かみのきの家 六甲の住居

設計者 中村好文 杉浦伝宗 首藤廣剛 高木敦子 木下庸子 古谷誠章
谷口宗彦＋

田中栄作
宇野求 朝倉則幸 難波和彦

石田敏明
青木淳

塚本由春

貝島桃代

遠藤政樹＋

池田昌弘

佐藤光彦 手塚貴晴＋

手塚由比
三分一博志 五十嵐淳 米田明 中村勇大 有馬裕之 小山公次

SUPER-OS

( 吉村靖孝 )

中山英之＋

名和研二
長谷川豪 宮晶子

末光弘和＋

末光陽子
畝森泰行

大西麻貴＋

百田有希
杉下均 島田陽

公室階 １階 ２階 １階 １階 ２階 １階 １階 ２階 ２階 １階 2階 1階 1階 1階 地下 1階 1階 1階 1階 ３階 2階 3階 ３階 ２階 １階 ２階 １階 １階 ２階 １階 １階 １階
公室面積 27.3 ㎡ 60.0 ㎡ 32.6 ㎡ 38.0 ㎡ 40.1 ㎡ 20.9 21.3 ㎡ 19.5 ㎡ 34.3 ㎡ 43.9 ㎡ 39.1 ㎡ 44.7 ㎡ 28.0 ㎡ 27.1 ㎡ 33.6 ㎡ 40.8 ㎡ 56.2 ㎡ 67.2 ㎡ 35.4 ㎡ 23.9 ㎡ 33.5 ㎡ 59.8 ㎡ 56.3 ㎡ 35.3 ㎡ 57.6 ㎡ 50.6 ㎡ 31.7 ㎡ 16.2 ㎡ 13.1 ㎡ 53.7 ㎡ 45.2 ㎡

公室床 /延床 18％ 39％ 16％ 35％ 23％ 16％ 17％ 33％ 30％ 37％ 29％ 23％ 31％ 35％ 35％ 42％ 38％ 85％ 15％ 17％ 25％ 30％ 14％ 35％ 41％ 47％ 41％ 24％ 14％ 38％ 48％

内
部

開口面積 7.4 ㎡ 6.0 ㎡ 2.8 ㎡ 16.0 ㎡ 4.3 ㎡ 42.8 ㎡ 20.0 ㎡ 13.5 ㎡ 11.6 ㎡ 19.5 ㎡ 3.6 ㎡ 9.1 ㎡ 5.5 ㎡ 8.1 ㎡ 19.4 ㎡ 26.7 ㎡ 2.1 ㎡ 35.2 ㎡ 15.4 ㎡ 1.7 ㎡ 14.5 ㎡ 5.7 ㎡ 19.6 ㎡ 20.4 ㎡ 8.5 ㎡ 16.3 ㎡ 6.5 ㎡ 4.1 ㎡ 11.3 ㎡ 7.2 ㎡ 4.1 ㎡
開口数 2 2 1 4 2 11 9 4 3 9 2 4 4 3 4 6 1 6 3 1 8 2 5 6 7 3 3 2 3 3 2

開口方向 1方向 2方向 1方向 3方向 1方向 2方向 3方向 2方向 2方向 3方向 1方向 2方向 3方向 2方向 2方向 3方向 1方向 3方向 2方向 1方向 6方向 2方向 4方向 3方向 4方向 2方向 2方向 2方向 3方向 2方向 2方向
開口 /公室床 27％ 10％ 8％ 42％ 11％ 205％ 94％ 70％ 34％ 45％ 9％ 20％ 20％ 30％ 58％ 65％ 4％ 52％ 44％ 7％ 43％ 10％ 35％ 58％ 15％ 32％ 20％ 25％ 86％ 13％ 9％

外
部

開口面積 6.4 ㎡ 62.4 ㎡ 19.0 ㎡ 14.6 ㎡ 31.9 ㎡ 30.4 ㎡ 11.7 ㎡ 18.7 ㎡ 41.0 ㎡ 21.2 ㎡ 16.7 ㎡ 32.0 ㎡ 10.4 ㎡ 21.3 ㎡ 3.6 ㎡ 17.2 ㎡ 63.9 ㎡ 23.5 ㎡ 10.9 ㎡ 15.8 ㎡ 13.5 ㎡ 14.9 ㎡ 20.5 ㎡ 3.2 ㎡ 18.9 ㎡ 36.8 ㎡ 21.0 ㎡ 13.1 ㎡ 1.8 ㎡ 7.1 ㎡ 115.9 ㎡
開口数 2 8 6 5 3 6 3 6 9 6 4 7 4 6 1 2 5 4 2 4 5 5 6 2 7 10 4 3 1 2 8

開口方向 2方向 4方向 2方向 3方向 3方向 2方向 1方向 3方向 4方向 2方向 3方向 2方向 3方向 3方向 1方向 2方向 3方向 2方向 1方向 2方向 3方向 2方向 3方向 2方向 4方向 3方向 1方向 3方向 1方向 2方向 4方向
開口 /公室床 24％ 104％ 58％ 38％ 80％ 146％ 52％ 96％ 120％ 48％ 43％ 71％ 37％ 79％ 11％ 42％ 214％ 35％ 31％ 66％ 40％ 25％ 36％ 9％ 33％ 73％ 66％ 81％ 14％ 13％ 257％

アイソメ図
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吉岡賞第１～３０回の全５７作品の中から、専用住宅３１作品を対象とし、公室配置の類型を起点に、面積、内部開口、外部開口分析する

　一般的に住宅を設計する際に、開口よりも先に室配置が優先されると考えられる。また、公室が

ＧＬで都市と接続するのと、ＧＬから離れて都市と接続するのとでは目的も連続性も異なる。そこで、

公室配置を起点に他の項目に対して分析する。公室形状を立方体として捉え、最大で６面の外部境

界面を仮定する。公室がＧＬ階にある場合は下方向の外部境界面を除いた５面とする。マトリクス

から得たＡ～Ｄの公室配置類型を元に開口分析する。

　形式１は、田の字プランの縁側から庭を経た都市との接続を応用し、庭と一体となる公室が都市と接

続していると捉えることが出来る。形式２は、公室を私室群から切り離すことで、都市と連続的に接続

している。形式３は、住宅における公室の中心性が高く、公室を核として住宅と都市が接続している。

形式４，５，６は、公室がＧＬから離れることで、動線の接続が無くなり、風景や光、風などの環境とし

て都市と接続している。そのため、形式６のような眺望や、形式４，５のように多方向に複雑に展開する

接続形式になっていると考えられる。

外部開口

内部開口

玄関口での立食が外まで開かれる

道に大きく開いて人を招き入れる

隣地の屋根に反射した光を取り込む

宿泊客と住人との団らん

まちを見下ろす大きな窓の下を潜って中庭に入る 扉の開閉によって室内の様子が見え隠れする 屋根に沿って伸びる窓が中庭と空を映す

扉を開けば中庭と一体的な空間になる

向こう側の道まで視線が抜ける

座れば外が見える低めの窓

宿泊客の寝泊りするベッド

まちを見下ろす掃出し窓

中庭とまちの両方を見渡す

ダイニングを覗き込む 屋根に沿って住宅地を望む

ベランダへと出る扉を開く

外をのぞく小窓

展開図 a　|　Scale　1：100



錯綜接続

透明接続

集束接続 分配接続眺望接続

吉祥寺駅

吉祥寺パルコ

光専寺

SITE a

SITE b

SITE c
蓮乗寺

月窓寺

コピス吉祥寺

東急百貨店

ヨドバシカメラ

サンロード商店街

2. 敷地　商住分離された吉祥寺

庭に植えた一本木に人が集まる

浮かぶ二階へと昇る外部階段

周辺住民の関係が生まれる食卓

トップライトが内部に光を届ける

軒裏越しに一本木を眺める

外周と地続きに連続する

寝室から下をのぞく

外周に並ぶ同じ形状の窓が景色を切り取る

カウンターから隣地の木々を眺める

　敷地は吉祥寺のサンロード商店街を抜けた住宅地。吉祥寺は駅を中心に４つの

大型商業施設を配置することで「回遊性の高い街づくり」を実現している。用途

地域を見ても、駅を中心とした都市計画道路上に伸びていく商業地域と、周辺に

広がる住居地域とが明快に分離されていることが分かる。それぞれの領域を分離

することで、商業地域には大規模から小規模に至るまで店舗同士の相互作用を与

え、住居区域には人ごみから外れた静かな居住環境を生み出している。互いに干

渉しすぎないための区域の分離が、異なる環境として特化するために有効な手段

として機能している。
人通りが少なく静かな住居地域

都市機能に彩られる商業地域 用途地域によって住み分けしながら発展した吉祥寺 無色の住宅地の中に小さな都市機能を挿入する

小窓に切り取られた風景が室内に点在する

上下階で対照的な窓が外周を回る

手前の室内から奥の庭まで見通す

街の様子を一望する 中心に居室の開口が向かい合う 十字に開く外部開口と対角に向かい合う内部開口

食卓からまちを眺める
中の様子が見え隠れする小窓

最小限の光を取り込む

展示室で見た食器に料理を盛り付ける

ハイサイドから光が入る

居室を渡る階段を昇る

ピロティから商品を運ぶ

小屋裏からまちを覗く

入浴しながら空を望む
道から客を招き入れる

最新の商品が陳列される

宿泊

医療

利便

保育

教育

飲食

業務

娯楽

集会

物販

展開図 b　|　Scale　1：100

展開図 c　|　Scale　1：100
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一部を都市領域にする

従来の二公室型

3. 設計　生活機能と店舗機能の共有

空間分離のコンセプト表現

「距離」による空間の分離 「層」による空間の分離 「室」による空間の分離

SITE a　宿泊機能 長い奥行に並んだ様々な開口が内部空間に緩やかな変化を与える

１- ２階平面図 Ｓ＝ 1：100

宿泊ベッド

GL+200 GL+600

GL+2200GL+2400

宿泊ベッド

Ｎ

Ｓ

Ｅ

Ｗ

　30 ｍ以上の距離を持った奥行きのある公室が、敷地境界に寄り添いながら折れ曲がって巻いていく。宿泊客と住人との共同生

活をするこの住宅は、距離を持った公室によってそれぞれの生活空間が緩やかに変化する。外から人を招き入れる際にも、この折

れ曲がった奥行は、生活において隠れたい寛ぎの場所を維持することができる。１階と中庭をつなげて使うことで、住人と周辺住民、

宿泊客が集まってホームパーティすることもできる。曲がる度に空間性が切り替わり、都市圏から家族圏へと徐々に変化していく。

　宿泊断面図　Ｓ＝ 1：50

Ｎ

Ｓ

Ｅ

Ｗ都市領域の取り込み Ｓ＝ 1/500

飲食

宿泊

物販

螺 旋 展 開 上 下 分 離 居 室 解 体

　都市圏公室は住宅での生活行為を店舗としての機能

と共有することによって、空間的連続性だけでなく、

日常的に住宅の一部が都市との関係性を持つ状態を構

築する。

　今までの住宅と都市機能が複合した併用住宅とは、

住宅の生活行為と都市機能を共有する点で異なる。　

従来の二公室型を発展させ、公室を住宅の枠組みから

外して都市領域とすることで、住宅と都市空間が接続

される。

　生活行為から発展した都市機能を、再び生活行為と

共有することによって、都市の逃げ場として閉じてき

た住宅の枠組みを解体する。

配達業者

商品の配達

買い物客

体験しながら商品を選ぶ

シェフ

場所を借りて店舗経営

来訪者

休憩に立ち寄る

周辺住民

小さな店舗を介して生活を共にする

宿泊客

一時的に住人と共同生活

都市領域

住宅領域

SITE b

SITE a

SITE c

ピロティを潜り抜けて中庭へと入る

屋根を境界に内外が両方見える

隣地の屋根をつたって空を見上げる

食卓から中庭に出る階段

中庭の上に回るベランダ

掃出し窓から道を見下ろす

宿泊客を招き入れる都市圏の奥行 外周が連続的に抜ける

商品の搬入

展示品が並ぶ内部が道と連続する

視線を遮り上から光が差し込む

螺旋状に回る家族圏
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外壁を持たずに外部と連続する１階 / 上に浮かんで周辺から守られる２階 居室群を渡り歩く度に光環境や見える風景が切り替わるSITE b　飲食機能 SITE c　物販機能

１階平面図 Ｓ＝ 1：100２階平面図

Cafe&Bar

夫婦寝室

子供部屋ＷＩＣ

Ｎ

Ｓ

Ｅ

Ｗ

Ｎ

Ｓ

Ｅ

Ｗ １階平面図 ２階平面図

展示

書斎

納戸

ガレージ

ＷＩＣ

夫婦寝室

食堂

洗面 浴室

台所

GL+200

GL+30

GL+400

Ｓ＝ 1：100

　周辺に対して外壁をつくらずに受け入れる Cafe&Bar としての１階と、屋根に覆われて上から光が差し込

む２階に明確に分離することでそれぞれの空間性の違いを生み出している。都市圏公室は住人の団らんの

場所でありながら、周辺住民とも食事を介して交流する場所になる。対して家族圏公室は周辺の視線から

守られた内向きの室であり、家族という集団が都市から分離することによって安心できる生活環境となる。

　公室が複数に分離することによって、各公室を自由に行き来しながら、集まったり離れたりすることができる。３つの都市圏公室は

物販店としての機能を持ち、新しい器や調理器具などの生活用品が展示される場所から、実際に使って調理する場所、食事する場所へ

と段階を追って体験する。買い物客や周辺住民と、日々使っている物を介して交流が生まれる。２つの家族圏公室は、それぞれ仕事や

勉強をしに集まる空間と、降り注ぐ光に満ちた水回り空間。空間性の異なる小さな公室群を中心の吹き抜け空間が接続する錯綜的な住宅。

飲食断面図　Ｓ＝ 1：50 　物販断面図　Ｓ＝ 1：50

植えた一本木がまちの風景を創る

光に満ちたロフト

ダイニングとリビングを行き来する内部階段公園のように解放される庭
周辺住民の憩いの場となる飲食店の一階

内外への窓が視線を交錯させる

小屋裏のような子供の寝室

居室を行き交う姿が垣間見える

上から間接光が差し込む浴室

商品が運び込まられるピロティ
展示品が並ぶ第二の玄関

中心を回る階段


